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Web口座振替受付サービスを始めます
　スマートフォンやパソコンなどから、市税や各種料金の口座振替（自動払込）を、インターネットの申込受付サイトで新規
申込や変更ができるサービスです。金融機関や市役所の窓口に行かなくても申し込みができ、口座振替依頼書の記入や届出
印の押印が必要ありません。

利用できる税金・各種料金の種類

科目名 担当課・問い合わせ先

市・県民税（普通徴収分）

納税課　☎ 443－2027固定資産税・都市計画税

軽自動車税（種別割）

国民健康保険料 保険年金課収納係
☎４４３－２０66

後期高齢者医療保険料 保険年金課高齢者医療係
☎４４３－２０63

介護保険料（普通徴収分） 介護保険課
☎４４３－２０43

上下水道料金 上下水道局料金課
☎４32－8587

・納期限が過ぎたものは振替できません。
・新規で口座振替を申し込む場合、振替が開始される前までは、納付書で納付してください。申込期限は、市ホームページ内

の「富山市Web口座振替申込期限一覧」を確認してください。
・口座情報などについて、確認させていただく必要が生じた場合など、希望する振替開始時期に間に合わないことがありま

すので、ご了承ください。
・振替日の前日までに口座残高を確認してください。
・通帳への印字をもって領収証にかえさせていただきます。

　下記の金融機関において、個人の普通預金口座でキャッシュカード
をお持ちの方に限ります。
　当座預金、定期預金、納税準備預金や法人名義の口座は申し込みでき
ません。

利用できる方

　北陸銀行、富山銀行、北國銀行、福井銀行、富山第一銀行、富山信用金
庫、北陸労働金庫、あおば農業協同組合、富山市農業協同組合、なのはな
農業協同組合、第四北越銀行、ゆうちょ銀行
※年末年始やシステムメンテナンスなどでサービスを利用できない場
合があります。

対応金融機関

10月₂日開始
出納課　☎４43－2125

手続きの流れ
①市ホームページへアクセス

・注意事項の確認
・申し込む市税等の科目を選択し、専用申込

サイトへのリンクをクリック

②基本情報・税情報を入力
・基本情報（氏名、住所など）を入力
・各科目の情報（各種番号など）を入力
・金融機関を選択（口座情報登録サイトへ）

③口座情報を入力
・口座情報を入力（金融機関の口座情報

登録サイトで本人確認を行います）

④受付完了メールを受信

詳細はこちら

科目名 担当課・問い合わせ先
保育料（市立・私立保育所、市立認定こども園）
給食費（市立保育所、市立認定こども園） こども保育課

☎４４３－２165延長保育料（市立保育所、市立認定こども園）
預かり保育料（市立認定こども園）

母子父子寡婦福祉資金償還金 こども福祉課
☎４４３－２０５5

市営住宅使用料
市営住宅課
☎４４３－２０97

賃貸住宅使用料



9 令和 5 年（2023年）9 月₅日発行 －富山市の市外局番は（076）です。

対象　国民健康保険や後期高齢者医療制度の被保険者
　　　健康保険加入者の家族　など
　　　※対象者には 5 月に受診券を送付しています。
受診時に必要なもの　被保険者証、受診券
費用　健康診査…無料
　　　がん検診…受診券に記載の自己負担金

開催日
受付時間 場所 定員 申込期限

10月24日㈫
13：００～１5：00

富山流通会館
（問屋町一丁目）

50人 ₉月25日㈪

12月₅日㈫
10：00～11：3０

アピアショッピング
センター（稲荷元町二丁目）

30人 11月₆日㈪

　次の日程では同時に子宮・乳がん検診も受診することができます。

特定健康診査
後期高齢者の健康診査 集団健（検）診を実施します

特定健康診査受診のお知らせを発送します
　市では、国民健康保険加入の方へ、はがきによる特定健
康診査受診のお知らせを 9 月から順次送付しています。
　はがきが届いた方はこの機会にぜひ受診し、自分の健康
状態を確認しましょう。

保険年金課　☎４43－2271
保健所地域健康課　☎４28－1153

申込方法　申込期限までに、各申込先へ（申込順）。

健康診査 がん検診
ウェブ申し込みは
こちら▶▶▶

健康診査…電話で、友愛健康医学センター（☎466－5544）へ。
　　　　　（受付時間：㈪～㈮ 8：30～17：00）
がん検診…電話で、保健所地域健康課へ。

●被災者の生活支援に大きな役割を果たします
　大規模災害の発生時、被災者をサポートする活動を行います。災害発生時などに
は、富山市災害ボランティアネットワーク会議の構成団体が中心となって「富山市
災害ボランティア本部」を設置し、ボランティアをしたい人、サポートを必要とす
る人の受け付けや調整などを行います。

●地域の「受
じゅ

援
えん

力
りょく

」を高めよう
　災害ボランティアの支援を十分に生かすには、平常時から地域がさまざまな援助を受け入れる力、「受援力」を高めておく
ことが必要です。
　災害ボランティアの役割を知り、助けが必要なときにどうやってボランティアを要請するのか、どう受け入れるのかを想
定しておくことが、地域の受援力の向上につながります。

訓練の様子

ご存じですか 災害ボランティア
市民協働相談課　☎４４３－２０５１ 

詳細は、政府広報オンラインをご覧ください。▶ 内閣府　受援力 検索

生活安全交通課　☎443－2052

交通事故を防ぎましょう
　これからの季節、夕暮れ時や夜間の交通事故が発生しや
すくなります。次のことに注意しましょう。

歩行者
・道路を横断するときは、一時停止・左右の安全確認を徹底
・夜間に外出するときは、ドライバーから見えやすい白や 
　黄色の衣服を身につけ、反射材を活用

自動車運転者
・道路に面した施設や駐車場に出入りする際には、歩道や

路側帯を通行している歩行者や自転車に十分注意する
・常に歩行者などの横断を予測し、安全に停止できるような速度で運転
・早めにライトを点灯し、上向きライトを活用
・運転に不安を感じる方は、免許の自主返納や安全運転サ

ポート車への乗り換えを検討

交通安全ワンポイント

自転車利用者
・ヘルメットを着用する
・自転車の車輪の側面に反射材をつけ、より自分を目立た

せるようにする

期間　₉月21日㈭～30日㈯
　次の重点項目を中心に交通安全を呼び掛けます。
重点項目
・子どもと高齢者を始めとする歩行者の安全確保
・夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転などの根絶
・自転車などのヘルメット着用と交通ルール順守の徹底

秋の全国交通安全運動
～ゆずりあう 心でひろがる 無事故の輪～

日時　₉月19日㈫14：00～
場所　富山国際会議場（大手町）
内容　交通安全功労者表彰　など

秋の交通安全富山市民大会


